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演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子

　
市
で
は
平
成
二
年
に
、
市
制
五
十
周
年
・
詩
人
富
田
砕
花
生
誕
百
年
を
記
念
し

て
、
「
富
田
砕
花
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

応
募
が
あ
り
、
こ
の
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
十
三
回
を
迎
え
る
本
年
も
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
　
　
象
　
　
平
成
十
三
年
七
月
〜
十
四
年
六
月
末
日
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
詩
集

　
　
　
　
　
　(

翻
訳
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
復
刻
、
遺
稿
詩
集
等
は
除
く)

賞
・
賞
金
　
　
正
賞
　
ブ
ロ
ン
ズ
像
お
よ
び
賞
状
　

　
　
　
　
　
　
副
賞
　
五
十
万
円
　

締
め
切
り
　
　
七
月
三
十
一
日（
水
）消
印
有
効

応
募
方
法
　
　
詩
集
二
冊(

返
却
不
可)

を｢

富
田
砕
花
賞｣

事
務
局
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芦
屋
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精
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町
七
ー
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芦
屋
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
内)

へ
郵
送

　
選
考
委
員(

敬
称
略
五
十
音
順)

大
野
　
新
　(

詩
人
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
京
都
現
代
詩
コ
ー
ス
講
師)

小
林
　
武
雄(

詩
人
・
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
理
事)

杉
山
　
平
一(

詩
人
・
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授)

安
水
　
稔
和(

詩
人
・
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授)

全
国
か
ら
詩
集
を
募
集
し
ま
す

こせんきょう

第１跨線橋～ＪＲに架かる橋

　第１跨線橋は踏切りの廃止にともない架
けられ、高橋（たかばし）と呼ばれました。
阪神風水害(昭和13年)には付近の人々がこ
の橋に避難したといわれています。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
1
#8
２
０
９
１

人口と面積＜平成14年４月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数88,214／男40,871／女40,870／世帯数37,937■推計人口　総数86,406／男39,856／女46,550／世帯数35,617　＜面積＞18.57㎞2

第
13
回
　
富
田
砕
花
賞

　新緑のなか、ハイキングとイベントをお楽しみください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (雨天中止・小雨決行)
ハイキング　午前９時  旧山手幼稚園前(阪急芦屋川駅北側)出発
　○コース  旧山手幼稚園前→柿谷→ゴロゴロ岳→奥池(約５ｋｍ、約２時間)
山まつりイベント  午前11時～午後２時
  ○会場　奥池遊びの広場(駐車場あり)
  ○先着1,700人に記念バッジ進呈
  ○健康体操  ○模擬岩のぼり  ○ふれあいわんだガーデン
  ○歌のおもちゃ箱  ○お楽しみ抽選会
フリーマーケット  午前10時～午後２時

　第41回  あしや山まつり　  ５月１９日(日)

問い合わせ　経済課　138-2033

＜ あしや山まつりフリーマーケット出店者募集 ＞

内　　　容　洋服や日用雑貨品(食料品を除く)
出店ブース　40ブース(先着順１人１ブース、広さ乗用車1.5台分程度)は

車両乗り入れ可
出　店　料　1,000円(返金はいたしません。)
申 し 込 み　出店料を添えて、５月14日(火)までに経済課へ
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フリーマーケット出店者募集

問い合わせ　環境施設課　132-5391　(〒659-0032　浜風町31-1)

日　時　５月19日(日)午前10時～午後３時　※雨天の場合中止
会　場　ＪＲ芦屋駅北側ペデストリアンデッキ
出店料　1,000円　※出店数は30店程度
応募資格　市内在住のかたで営利を目的としないこと。飲食不可
申し込み　はがきに、①団体名②代表者の住所・氏名・電話番号・ファク

ス③品物を明記して、５月８日(水)＜消印有効＞までに環境施設
課まで申し込んでください。

≪区画の抽選会≫

■日時　５月14日(火)午後２時～　■会場　芦屋市商工会館２階会議室
※必ず出席してください。不参加のときは失格となります。

　
所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
時
、
本
人
の
申
請

に
よ
り
、
保
険
料
が
左
記
の
と
お
り
免
除

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
ら
れ
な

い
か
ら
と
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
の
年
金
額
が
減
っ
た
り
、
も
し
も
の

時
に
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
免
除
を
ご
希
望
の
か
た
は
、

五
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
五
年
六
月
ま
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
前
年
度
免
除
さ
れ
て
い
た
か
た

は
、
四
月
上
旬
に
送
付
し
た
申
請
用
は
が

き
に
、
要
件
を
ご
記
入
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
、
免

除
さ
れ
た
月
か
ら
十
年
以
内
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
学
生
の
か
た
へ

　
学
生
の
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。
本
人
の
前
年
度
の
所
得
が
六
十
八

万
円
以
下(
扶
養
親
族
等
の
有
無
お
よ
び

人
数
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
ま
す)

の
場
合

は
、
申
請
を
し
て
承
認
を
受
け
れ
ば
保

険
料
を
納
付
し
な
く
て
も
よ
い
制
度
で

す
。
届
け
出
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

申
請
し
た
月
の
前
月
か
ら
そ
の
年
度
の

三
月
ま
で
の
期
間
、
納
付
は
不
要
と
な

り
ま
す
が
、

①
納
付
特
例
期
間
中
に
発
生
し
た
け
が

　
や
病
気
に
よ
り
、
重
度
の
障
害
に

な
っ
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

②
そ
の
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
要
件
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

③
納
付
特
例
さ
れ
た
月
か
ら
十
年
以
内
に

保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
通
常
に
納
付
さ

れ
た
期
間
と
同
様
の
取
り
扱
い
に
な
り

ま
す
。
申
請
さ
れ
る
か
た
は
、
学
生
証

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

全額免除

　保険料を全額(月13,300円)免除する
制度です。免除が承認されると、1/3
の期間、年金額に反映されます。

半額免除(新制度)

　保険料の半額(月6,650円)免除する制
度です。免除が承認されると、2/3の
期間、年金額に反映されます。
　この制度は、将来受け取る老齢基礎
年金額を少しでも増やしたいというか
たのために新たに設けられました。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
時
は
免
除
申
請
を

■正規職員
募　集　①看護師 10人程度、②助産師 ２人程度
資　格　①昭和48年４月２日以降に出生の看護師免

許取得者、②昭和41年４月２日以降に出生
の助産師免許取得者

試験日　５月27日(月)
採用予定日　７月１日(月)
締め切り　５月23日(木)
■嘱託職員
募　集　①看護師(外来勤務)、②看護師(日曜・祝日

や夜間の救急外来勤務)、いずれも若干名
資　格　45歳くらいまでの看護師免許取得者
給　与　①時間給1,367円～1,727円、②１回当たり宿

直20,000円・日直16,000円
※いずれも詳しくは下記へ

募　集　①プール監視  20人、②受付事務 ３人　　
③看護職員 ３人

資　格　①②18～35歳くらいのかた(高校生不可)、
③看護師・準看護師免許取得者

給　与　時間給①920円、②840円、③1,250円
勤　務　７月１日～８月31日の①１日４～８時間を

週２～５回、②週４～５日、③週２～３日
勤務場所　海浜公園プール(自動車通勤は不可)
面接日時　６月１日(土)午後５時～９時、２日(日)　

午後１時30分～６時
申し込み　５月31日(金)までの月曜日を除く、平日

午前10時～午後８時、日曜・祝日午前10
時～午後５時に電話で下記へ

※詳しくは下記へ

募　集　介護職員(デイサービス)、若干名
資　格　ヘルパー２級以上または介護福祉士の資格

をお持ちで40歳ぐらいまでのかた
賃　金　日給7,650円～(年齢、経験加算有り)
勤　務　月～土曜日のうち週３～４日程度、午前８

時45分～午後５時30分
勤務場所　呉川デイサービスセンターほか
採用予定日　５月20日(月）　
選考日　応募者に後日通知します
申し込み　履歴書(写真貼付)を５月13日(月)までに下

記へ郵送または持参

問い合わせ　芦屋病院総務課管理担当　131-2156

問い合わせ　芦屋ハートフル福祉公社
138-3122(〒659-0054 浜芦屋町3-26）

問い合わせ　海浜公園プール　122-8861
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芦屋病院　職員

ハートフル福祉公社　職員

海浜公園プール　夏季職員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然学校指導補助員・救急員

募　集　自然学校の①指導補助員、②救急員、いず
れも若干名

※自然学校は、小学校５年生が学校を離れ、人や自
然と触れ合う活動です。平成15年１月までに市内
の各小学校が５泊６日の日程で実施します。

資　格　①子どもたちと触れ合う活動に興味があり、
やる気のある大学生以上のかた

　　　　②看護師・準看護師または養護教諭の資格
のあるかた

報　酬　１日当たり①12,500円、②17,500円
申し込み　５月31日(金)までに電話で下記へ
※面接有り。詳しくは下記へ

問い合わせ  学校教育課　138-2087

募集

市民委員を募集します
　社会のあらゆる場面で男女が均等に参画・参加できる仕組みをつ
くるため、市では現在「芦屋市男女共同参画行動計画“ウィザス・
プラン”」(平成10年度～14年度)を策定し、男女共同参画行政を進
めています。この計画に基づく施策を発展させるため、芦屋市男女
共同参画推進委員会を設置し、ウィザス・プランの見直しを行いま
す。委員会に出席し、意見を出していただく市民委員を募集します。
資　格　20歳以上で市内在住の男女、2人
内　容　平成14年度中に数回の会議に出席
応募方法　所定の用紙に記入の上、800字程度のリポート(例：私が

考える男女共同参画等)と共に５月15日(水)＜必着＞まで
に下記へ郵送または持参。応募多数の場合、選考委員会
で審査の上、決定します。

※所定の用紙は、女性センター、市役所受付、図書館、ラポルテ市
民サービスコーナーにあるほか、女性センターホームページから
も印刷できます。

問い合わせ　女性センター　138-2023
(〒659-0092　大原町2-6　ラ・モール芦屋2階)

http://www.city.ashiya.hyogo.jp/women/index.html

男女共同参画プラン策定に伴う

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
年
金
担
当
　
1
#8
２
０
３
６

地方税法と市税条例の一部が
改正されました

☆均等割の非課税限度額を5万円引き上げ

　控除対象配偶者または扶養親族を有する場合の加
算額が、19万円から24万円に引き上げられました。

☆所得割の非課税限度額を4万円引き上げ

　控除対象配偶者または扶養親族を有する場合の加
算額が、32万円から36万円に引き上げられました。

☆宅地の標準的な価格の閲覧制度の創設

　地域ごとの宅地の標準的な価格を記載した書面(標
準宅地の位置および路線価を図面により表示)を一般
の閲覧に供する制度が創設されました。

【固定資産税】

問い合わせ　課税課固定資産税担当　138-2017

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人市民税】

問い合わせ　課税課市民税担当　138-2016

　
選
挙
は
、
住
民
の
自
由
な
考
え
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
公
平
で
正
し
い
筋
道
に
か

な
っ
た
手
続
き
で
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
自
由
が
そ
こ
な
わ
れ
、
選
挙
手

続
き
に
間
違
い
が
あ
れ
ば
、
そ
の
選
挙
と

当
選
者
の
決
定
は
、
違
法
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
に
は
、
こ
う
し
た
場
合
の
悪
い
と

こ
ろ
を
改
め
て
、
正
し
く
処
理
を
す
る
た
め
の
き

ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
選
挙
の
な
い
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
私
ひ
と
り
ぐ
ら
い
が
投
票
し
な
く
て
も
、
政
治

は
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、
「
政

治
を
変
え
る
の
は
私
で
あ
る
」
と
い
う
積
極
的
な

姿
勢
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　
い
つ
の
選
挙
で
も
大
事
な
こ
と
は
、
私
た
ち
の

一
票
が
政
治
を
動
か
し
、
国
や
自
治
体
の
意
志
を

支
え
る
柱
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
明
る
く
住
み
良
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
あ

な
た
の
一
票
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会 

　
1
#8
２
１
０
０



3

こい

鯉のぼり

　
高
く
泳
ぐ
や

鯉
の
ぼ
り
。

　
鯉
の
ぼ
り
が

大
き
く
元
気
よ

く
泳
い
で
い
る

と
、
い
よ
い
よ

夏
が
近
づ
い
て

き
た
と
感
じ
ま

す
。
最
近
、
芦

屋
で
は
、
鯉
の

ぼ
り
を
上
げ
る
お
宅
が
減
っ
て
き
て
、
少

し
残
念
で
す
が
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
鯉
の
ぼ
り
の
由
来
は
、

中
国
の
古
い
伝
説
に
あ
り
ま
す
。
黄
河
を

登
っ
た
鯉
は
登
竜
門
に
た
ど
り
つ
く
と
、

そ
の
姿
を
変
え
て
竜
に
な
る
と
い
う
「
鯉

の
滝
登
り
」
の
話
か
ら
き
て
い
ま
す
。
端

午
の
節
句
を
祝
う
鯉
の
ぼ
り
は
、
本
来
武

の
ぼ
り

家
出
陣
の
際
に
用
い
る
幟
を
起
源
と
し
て

足
利
尊
氏
の
こ
ろ
に
幟
を
立
て
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
初
期
に
武
者
の
ぼ
り
が
鯉
の

図
柄
と
な
り
、
形
も
今
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
鯉
は
清
流
は
も
ち
ろ
ん
、
沼
地
や
池
で

も
生
息
す
る
生
命
力
の
強
い
魚
で
、
子
ど

も
が
ど
ん
な
環
境
に
も
た
え
、
強
く
た
く

ま
し
く
成
長
し
、
立
身
出
世
を
願
う
飾
り

が
鯉
の
ぼ
り
で
す
。

　
鯉
の
ぼ
り
は
、
あ
く
ま
で
も
幟
で
戦
場

で
も
敵
か
味
方
か
を
判
別
す
る
目
印
程
度

の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
日
本
が
島
国
で

特
に
外
敵
を
意
識
す
る
必
要
が
無
か
っ
た

た
め
で
、
例
え
ば
西
欧
の
旗
に
対
す
る
考

え
方
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
す
。

　
旗
は
い
わ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
象
徴

で
、
民
族
の
生
死
に
ま
で
及
ぶ
レ
ベ
ル
で

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
戦
後
教
育
は
、
特
に
民
衆
を
鼓

舞
す
る
よ
う
な
こ
と
は
拒
否
さ
れ
続
け
て

今
の
時
代
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
他
人
に

対
す
る
心
く
ば
り
や
精
神
、
親
を
敬
う
と

い
っ
た
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
心
の
教
育

が
今
必
要
な
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
親
の
願
い
と
か
夢
と
か
が
、
な

か
な
か
子
ど
も
に
伝
わ
り
に
く
い
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
勉
強
が
で

き
る
か
ど
う
か
も
大
事
で
す
が
、
親
が
愚

直
な
く
ら
い
礼
儀
や
作
法
や
精
神
を
植
え

つ
け
な
け
れ
ば
、
文
化
や
伝
統
は
滅
び
て

い
く
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？
」
と
聞

か
れ
て
そ
れ
に
素
直
に
答
え
ら
れ
、
そ
し

て
自
国
の
歴
史
や
文
化
を
誇
り
を
も
っ
て

あ
ふ

語
れ
る
、
笑
顔
溢
れ
る
元
気
な
子
ど
も
を

多
く
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

衣料品無料交換会

(株)ウエシマコーヒーフーズ社長
上島一泰

(有）大阪商会

西岡設備工業所

前忠工業（株）

(株）みなと設備

(資）神明商会

東山商会

中央水道工務所

原田商会

越智商会

32-6302

22-6900

31-8548

0798-34-7941

22-3565

31-1882

22-3552

22-0706

22-3708

店　名 TEL 当番日
水道の修理は

「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【5月】

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

１、10、19、28

７、11、20、29

３、12、21、30

４、13、22、31

５、14、23

６、15、24

２、16、25

８、17、26

９、18、27

●平日の昼間は水道部へお尋
　ねください。
●土・日・祝日は市役所へお
　尋ねください。
●夜間の修理は
　右の業者が待機しています

◆春の公民館講座◆
◎健康山歩き講座〈中級者向け〉

■内容　「うりぼう会」の指導で毎回10km程度を歩く。２回目は佃隆子氏、５回目は近藤浩文氏を講師に自然ウオ
ッチング　■日時　５月22日～７月３日(水曜日、全７回)、午前８時50分～午後４時中心　■定員　32人　■費用
1,000円(７回分)　■会場　現地集合
◎初心者向け「パソコン講座」(ＩＴサポートセンター事業)
■内容　基本操作・文字の入力・インターネットなどの講習
■日時　６月14日～７月12日(金曜日、全５回)、午後１時15分
～３時45分　■対象　家にパソコンのある初心者、20人　■費
用　2,000円(５回分)　■会場　市民センター217室

問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068　業平町8-24)

◆女性センター労働講座「これからの女性の働き方」◆

①５月24日(金)　■内容　パートとフルタイム　女性と税金・年金　■講師　社会保険労務士・川口由美子氏
②５月31日(金)　■内容　知っておきたい　女性と労働法(１)　■講師　弁護士・宮地光子氏
③６月７日(金)　■内容　知っておきたい　女性と労働法(２)　■講師　弁護士・宮地光子氏
■時間　いずれも午前10時～正午
■会場　女性センター
■定員　30人(先着順)
■費用　500円(３回分)

問い合わせ　女性センター　138-2023　FAX38-2175(〒659-0092　大原町2-6　ラ・モール芦屋２階)

申し込み　電話・ファクス・はがきで、住所・氏名・電話番号(ファクス番
　　　　　号も)を明記の上、女性センターへ。一時保育希望の場合(２歳以
　　　　　上就学前)は、子どもの名前・性別・生年月日を記入のこと。

申し込み　往復はがきに①講座名②住所③氏名
　　　　　④電話番号⑤年齢⑥性別を記入し、
　　　　　５月９日(木)＜消印有効＞までに公
　　　　　民館へ。応募者多数の場合抽選(市
　　　　　内在住者優先)。

消費生活センターのお知らせ

日　時　５月27日(月)午前９時30分～正午…出品者のみ
　　　　27日の午後１時～５時および28日(火)・29日
　　　　(水)の午前９時～午後５時…誰でも参加自由
会　場　消費生活センター(市役所南館地下１階)
受付品　新品同等の衣料品全般(洗濯済みのもの)
　　　　雑貨(新品のみ)
出品受付　５月23日(木)・24日(金)、午前９時～正午、　
　　　　　午後１時～５時に消費生活センターへ持参

問い合わせ　消費生活センター　138-2034

日　時　５月21日(火)
　　　　午後１時30分～３時30分
会　場　市役所分庁舎２階大会議室
持ち物　牛乳パック10個
　　　　布(古着)40cm×80cm
　　　　裁縫道具
※事前にお申し込みください。

　タンスで眠っている衣類を出品し、有効利用しましょ
う。１人５～８点まで、無料で持ち帰れます。 牛乳パックで作る正座用腰掛け

リサイクル教室

建設リサイクルが義務化に

問い合わせ　建築指導課　138-2114

　建設リサイクル法の施行により、５月30日
から一定規模以上の建設工事については分別
とリサイクルが義務付けられます。
　下記の工事を実施するときは、分別解体等
の計画について事前に市役所へ届け出てくだ
さい。

芦屋病院 初診時特定療養費の負担について

問い合わせ　芦屋病院業務課医事担当　131-2156

　７月１日から、地域の医院・診療所と病院との役割分担と連携
を進めるため、ほかの保険医療機関等からの紹介状を持参されず
に、直接当院へ来院された初診のかたに、初診時特定療養費とし
て1,050円(税込み)をご負担いただくことになります。
　なお、紹介状を持参されたかた、救急のかた、公費負担医療受
給者のかたは必要ありません。

ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
償
貸
し
出
し

　
今
年
も
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
無
償
貸
し

出
し
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
　
市
内
に
在
住
す
る
六
歳
未
満
の
乳
幼

　
児
が
い
る
世
帯
で
、
運
転
免
許
を
有
し
、

　
日
常
的
に
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
か

　
た
。

■
申
込
方
法

　
　
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

　
・
電
話
番
号
と
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
ま
た
は

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
区
別
、
幼
児
の

　
氏
名
・
年
齢
・
身
長
・
体
重
を
記
入
の

　
上
、
五
月
十
五
日
〜
三
十
一
日
〈
消
印

　
有
効
〉
ま
で
に
芦
屋
交
通
安
全
協
会
へ
。

■
貸
出
予
定
台
数
・
期
間

　
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
　
　
三
十
台(

八
カ
月)

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
　
七
十
台(

一
年
間)

　
※
一
世
帯
ど
ち
ら
か
一
台
に
限
り
ま
す
。

■
選
考

　
　
応
募
内
容
を
審
査
の
上
、
六
月
十
五

　
日(

土)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
芦
屋
警

　
察
署
で
抽
選
し
、
選
考
結
果
を
返
信
用

西宮社会保険事務所が移転します

　５月７日(火)から
下記へ移転します。

〒663-8567
西宮市津門大塚町
　　　　８番26号
10798-33-1285

　
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。
貸
与
の
決
定

　
し
た
か
た
は
別
途
開
催
す
る
使
用
方
法

　
の
説
明
会
場
で
、
シ
ー
ト
を
引
き
渡
し

　
ま
す
。

５月30日から

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
交
通
安
全
協
会
　
1
#4
０
１
９
１
　(

〒
６
５
９
│
０
０
６
５
　
公
光
町
６-

７)

建築物の解体

建築物の新築・増築

建築物の修繕・模様
替(リフォーム等)
その他の工作物に関
する工事(土木工事等)

工事の種類 工事の規模

延床面積
　80m2以上
延床面積
　500m2以上
工事金額
　１億円以上
工事金額
　500万円以上

ア�ン�タ�ン�テ�

●阪神国道駅（徒歩１分）
●ＪＲ西宮駅（徒歩10分）
●阪神・阪急今津駅
　　　　（北へ徒歩15分）
●阪神バス停北今津（徒歩１分）



あまごの放流

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055

　
本
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
し
か
し
、
児
童
へ
の
虐
待
や
い
じ
め
、

家
庭
内
で
の
夫
か
ら
妻
へ
の
暴
力
、
同
和

問
題
や
女
性
等
へ
の
差
別
の
問
題
な
ど
、

人
権
問
題
解
決
の
た
め
の
課
題
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昨
年
九
月

に
市
民
の
皆
様
へ
「
人
権
に
つ
い
て
の
市

民
意
識
調
査
」
を
お
願
い
し
、
「
人
権
教

育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
総
合
推
進
指

針
」
を
策
定
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　あまごの稚魚を放流して、環境を守り育てる事
業に家族でご参加ください。
日　　時　５月12日(日)午前11時～(雨天決行)

えんてい

集合場所　芦有ゲート下の奥山堰堤
　　　　　(駐車場はありません。バスでお越し
　　　　　ください。)
持 ち 物　長靴、タオル、バケツ
　　　　　(あまごはすくえません。網は持って
　　　　　こないでください。)
申し込み　５月10日(金)までの午前９時～午後５
　　　　　時に(日曜・祝日は除く)電話で下記へ

◆
「
人
権
」
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
人
は
、

　
三
人
に
一
人

　
「
あ
ま
り
身
近
に
感
じ
な
い
、
ま
っ
た

く
身
近
に
感
じ
な
い
」
が
、
全
体
で
三
八

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
一
方
、
「
身
近
に

感
じ
る
、
か

な
り
身
近
に

感
じ
る
」
は

三
三
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ

り
、
『
身
近

に
感
じ
る
』

方
が
四
・
八

ポ
イ
ン
ト
低

く
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
人
権
意
識

　
の
現
状

　
今
の
日
本

の
社
会
は
『
人

権
が
尊
重
さ

れ
て
い
る
と
思
う
』
人
が
一
七
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
、
『
思
わ
な
い
』
が
四
六
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
。

　
芦
屋
市
民
の
人
権
意
識
は
、
震
災
前
と

比
べ
て
、
『
良
く
な
っ
た
』
と
思
う
人
は

二
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
『
悪
く
な
っ
た
』

と
思
う
人
は
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
。(

図

Ｂ
参
照)

◆
人
権
侵
害
の
経
験
と
対
処
に
つ
い
て

　
人
権
侵
害
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
人
は

二
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
。

　
人
権
侵
害
を
受
け
た
と
き
の
対
処
と
し

て
は
、
「
相
手
に
抗
議
す
る
な
ど
自
分
で

解
決
し
た
」
三
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
友

達
、
同
僚
、
上
司
、
教
師
に
相
談
し
た
」

三
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
家
族
、
親
戚

に
相
談
し
た
」
三
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
「
公
共
機

関(

県
、
市
町
村
、
人
権
擁
護
委
員
や
人

権
相
談
所)

に
相
談
し
た
」
が
六
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

◆
今
後
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
対
処

　
「
家
族
、
親
戚
に
相
談
す
る
」
と
い
う

人
が
二
九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
次
い
で
「
公

共
機
関(

県
、
市
町
村
、
人
権
擁
護
委
員

や
人
権
相
談
所)

に
相
談
す
る
」
が
二
一
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
に

人
権
侵
害
を
さ
れ
た
と
き
の
対
処
で
低
か
っ

た
公
共
機
関
等
へ
の
相
談
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

①
人
権
全
般
に
つ
い
て
の
意
識
・
実
態

◆
関
心
の
あ
る
人
権
問
題

　
最
も
関
心
が
高
い
の
は
「
マ
ス
コ
ミ
に

よ
る
過
剰
報
道
の
問
題
」
で
五
六
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
。(

図
Ａ
参
照)

ご
存
知
で
す
か
？
こ
ん
な
制
度

　
成
年
後
見
制
度

「
一
人
暮
し
の
高
齢
の
親
を
定
期
的
に

訪
ね
て
い
ま
す
が
、
親
が
悪
質
な
訪
問

だ
ま

販
売
業
者
に
騙
さ
れ
必
要
で
も
な
い
浄

水
器
や
ふ
と
ん
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な

ど
を
次
々
と
契
約
し
て
い
ま
す
。
何
か

予
防
策
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
と

い
う
相
談
が
時
々
あ
り
ま
す
。

　
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、
契
約

日
か
ら
八
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
に
よ
り
無
条
件
解
約
が
で
き
ま

す
が
、
家
族
が
気
づ
い
た
時
に
は
す
で
に
期
限
が
過
ぎ

て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
が
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
「
成
年
後
見
制
度
」
を
活
用

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
は
判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
「
後

見
」
「
保
佐
」
「
補
助
」
の
三
種
類
が
あ
り
、
本
人
や

家
族
な
ど
が
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
適
用
す
る
制
度
が
決
め
ら
れ
、
親
族
や
知
人
、
弁

護
士
、
福
祉
関
係
者
等
の
中
か
ら
後
見
の
適
任
者
が
選

任
さ
れ
ま
す
。
選
任
さ
れ
た
人
に
は
程
度
に
応
じ
て
、

本
人
の
し
た
契
約
の
同
意
・
取
消
権
や
、
代
理
権
等
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
　
　
　

　
い
ざ
と
い
う
時
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
あ
ら
か

じ
め
手
続
き
を
取
っ
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

こちら消費生活センターです

0解答者数＝1,245人� 20 40 60 80（％）�

50.0

46.4

38.9

29.3

22.3

21.9

19.2

家庭内の人間関係を安定させ、�
あたたかい家庭をつくる�
家庭で親が子どもに躾をする�
（特に善悪とか道徳等）�
学校で、自分を大切にする／�
他人に対する思いやり等を教える�

教師の人権感覚を磨く�

学力偏重の入試制度のあり方を改める�

大人が子どもも独立した権利を持って�
いることを認識する�
マスコミが紙面・番組内容に、企業が�
ゲーム内容・販売に配慮する�

（複数回答）�

整
備
事
業
の
概
要

　
本
市
の
火
葬
場
は
、
昭
和
六
十
三
年
か

ら
現
在
地
で
建
て
替
え
整
備
を
行
う
方
針

で
、
西
側
斜
面
の
土
留
め
壁
整
備
な
ど
の

場
内
整
備
工
事
、
環
境
影
響
調
査
、
火
葬

場
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
と
年
次
的
に

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
に
よ
り
事
業
は
一
時
中
断
し
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
緊
急
的
な
措
置
と
し
て
神
戸

市
、
西
宮
市
等
へ
本
市
の
火
葬
を
お
願
い

し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
火
葬
場
は
本
市
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
都
市
施
設
で
あ
り
、
早
急
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
平
成
十
二
年
度
か
ら
事

業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
震
災
前
に
実
施
し
て
い
た
環
境
影
響
調

芦
屋
市
火
葬
場
の
都
市
計
画
決
定

査
や
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
市
民

説
明
会
や
近
隣
住
民
の
説
明
会
を
開
催
し
、

整
備
事
業
に
つ
い
て
ご
理
解
を
得
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
年
度
は
火
葬
炉
の
選
定
、
実

施
設
計
等
を
行
い
、
平
成
十
五
年
度
中
の

完
成
、
供
用
開
始
を
目
指
し
て
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

火
葬
棟
の
概
要

　
新
し
く
建
て
替
え
る
火
葬
棟
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
延
床
面
積
約

四
百
五
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
一
階
に

待
合
機
能
を
持
た
せ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
、
告
別
・
収
骨
兼
用
の
炉
前
ホ
ー
ル
、

炉
室
、
便
所
、
事
務
室
等
を
配
置
し
、
二

し
ゅ
う
じ
ん
き

階
に
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー(

集
塵
機)

や
空
調

室
外
機
等
を
配
置
す
る
よ
う
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
火
葬
炉
は
、
将
来
人
口
・
死
亡
率
を
推

定
し
て
人
体
炉
三
基
と
動
物
炉
一
基
を
設

置
し
ま
す
。

ば
い
じ
ん

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
悪
臭
、
煤
塵
等

の
対
策

　
周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
削
減
、
排
ガ
ス
の
無

煙
、
無
臭
化
を
図
る
た
め
、
各
主
燃
焼
炉

に
再
燃
焼
炉
を
設
置
し
、
主
燃
焼
炉
で
発

生
し
た
不
燃
ガ
ス
を
再
燃
焼
炉
で
完
全
燃

焼
さ
せ
ま
す
。

ば
い
じ
ん

　
さ
ら
に
排
ガ
ス
中
の
煤
塵
を
除
去
す
る

た
め
、
高
性
能
な
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー(

集

塵
機)

に
通
し
、
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
や
微
細
な
煤
塵
を
除
去
す
る
シ
ス

テ
ム
と
し
ま
す
。
な
お
、
国
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
削
減
対
策
指
針
値
を
厳
守
し
ま
す
。

環
境
影
響
調
査
の
結
果

　
環
境
影
響
調
査
は
、

火
葬
棟
の
建
て
替
え

に
よ
り
、
周
辺
の
環

境
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
を
事

前
に
予
測
し
、
評
価

を
行
う
も
の
で
す
。

　
震
災
前
に
実
施
し

ま
し
た
環
境
影
響
調

査
の
見
直
し
を
行
っ

た
結
果
、
環
境
影
響

評
価
の
対
象
と
し
た

五
項
目(

大
気
質
、

悪
臭
、
騒
音
、
振
動
、

　
現
火
葬
場
で
の
建
て
替
え
整
備
事
業
を
進
め
て
い
る
芦
屋
市
火
葬
場
の
都
市
計
画

決
定
を
四
月
八
日
告
示
し
ま
し
た
。

②
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の
意
識

◆
女
性
の
人
権
に
関
す
る
問
題
点

　
お
よ
そ
三
人
に
二
人(

六
三
・
五
パ
ー

セ
ン
ト)

が
「
育
児
・
家
事
・
介
護
等
を

男
女
共
同
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
等

の
未
整
備
」
が
問
題
で
あ
る
と
し
、
次
い

で
「
職
場
に
お
け
る
男
女
の
待
遇
の
違
い
」

が
約
半
数
に
あ
た
る
四
九
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
「
『
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
』
等
の

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
」
三
八
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

◆
女
性
の
人
権
を
守
る
の
に
特
に
必
要

　
な
こ
と

　
女
性
の
人
権
を
守
る
の
に
特
に
必
要

な
こ
と
と
し
て
「
女
性
が
働
き
や
す
い

社
会
の
仕
組
み
を
作
る
」
が
六
六
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
三
人
に
二
人
と
大
半
を

占
め
て
お
り
、
前
問
で
女
性
が
働
き
に

く
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
問

題
で
あ
る
と
い
う
結
果
を
反
映
し
て
い

ま
す
。

③
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
の
意
識

◆
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
問
題
点

　
全
体
の
五
割
以
上
が
、
親
か
ら
子
ど

も
へ
の
虐
待(

五
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト)

、

親
の
育
児
放
棄(

五
〇
・
四
パ
ー
セ
ン

④
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
の
意
識

◆
高
齢
者
の
人
権
に
関
す
る
問
題
点

　
「
働
け
る
場
所
や
能
力
を
発
揮
す
る
機

会
が
少
な
い
」
が
全
体
の
五
五
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
。

◆
高
齢
者
の
人
権
を
守
る
の
に
特
に
必
要

　
な
こ
と

　
「
高
齢
者
が
自
立
し
て
生
活
し
や
す
い

環
境
に
す
る
」
が
六
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

⑤
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
に
つ
い
て
の
意
識

◆
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
に
関
す
る
問
題
点

　
全
体
の
五
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
働

け
る
場
所
や
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
少

な
い
」
こ
と
が
問
題
だ
と
し
て
お
り
、
次

い
で
「
道
路
の
段
差
解
消
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
が
進
ん
で
い
な
い
」
が
四
九
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
を
守
る
の
に
特

　
に
必
要
な
こ
と

　
「
障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し
て
生
活
し

や
す
い
環
境
に
す
る
」
が
六
五
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

⑥
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
意
識

◆
同
和
問
題
に
つ
い
て
知
っ
た
経
緯

　
同
和
問
題
に
つ
い
て
知
っ
た
経
緯
に
つ
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全
て
の
項
目
で
環
境
保
全
目
標
を

満
足
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
、
本
事
業
が

周
辺
地
域
の
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
軽
微

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
の
結
果
を
得
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
事
業
の
実
施
、
お
よ
び
稼

動
後
に
つ
い
て
も
周
辺
環
境
の
保
全
に
万

全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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（複数回答）�

マスコミによる過剰報道の問題�

�障害がある人の人権に関する問題�

�女性の人権に関する問題�

�子どもの人権に関する問題�

�高齢者の人権に関する問題�
薬害や病気等に対する理解の�
不足による差別の問題�

同和地区の人々に対する差別の問題�

日本で暮らす外国人の人権に関する問題�

母子家庭や父子家庭に対する差別の問題�

結婚していない母やその子どもに�
対する差別の問題�
刑を終えて出所した人に対する差別の問題�

ウタリ（アイヌ）の人々に対する差別の問題�

同性愛者等に対する差別の問題�

その他�

特にない�

無回答�

解答者数＝1,245人�

0

子どもの意志�
を尊重する�

親としては反対するが子どもの�
意志が強ければしかたがない�

①子どもの結婚相手が同和地区の人とわかった場合（既婚者対象）�

②同和地区の人と結婚しようとした時、家族等に強く反対された場合（未婚者対象）�

絶対に結婚�
を認めない�

家族の反対があれば結婚を認めない�

わからない�

自分の意志を�
貫いて結婚する�

家族や親戚の反対があれば結婚しない�
わからない�

説得のうえできるだけ理解を得て、�
自分の意志を貫いて結婚する�

無回答�

無回答�
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0 20 40 60 80 100（％）�
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解答者数＝1,012人�

解答者数＝264人�

問い合わせ
生活環境部人権推進担当　138-2055

憲法週間事業　５月１日～７日

0

ひじょうに思う　�
解答者数＝1,245人�

解答者数＝1,245人�
ひじょうによくなったと思う� ひじょうに悪くなったと思う�

①今の日本の社会では、人権が尊重されているか。�

②芦屋市民の人権意識は、震災前に比べてどうなっているか。�

まったく思わない�
わからない�

かなり思う�

少しよく�
なったと思う�

少し悪く�
なったと思う� わからない�

どちらとも言えない�

どちらとも言えない�

あまり思わない�
無回答�

無回答�
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0 20 40 60 80 100（％）�

2.1

2.0 1.15.5
2.3

4.3 1.3
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19.8 45.6 23.6
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　環境省では、「こどもエコクラブ」の会員を募集し
ています。会員になると、会員手帳、メンバーズバッ
ジのほか、隔月で発行しているこどもエコクラブニュ
ースも無料で配られます。
対　　象　小・中学生の数人～30人程度のグループと
　　　　　大人のサポーター。
活動内容　①生き物調査、まちのエコチェック、リサ
　　　　　　イクルなど、環境に関する活動。
　　　　　②こどもエコクラブニュースにのっている
　　　　　　プログラムの活動。
申し込み　環境管理課にある登録用紙に記入

 こどもエコクラブに参加しよう！

ト)
な
ど
が
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
の
に
特
に
必
要

　
な
こ
と

　
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、

「
家
庭
内
の
人
間
関
係
を
安
定
さ
せ
、
あ

た
た
か
い
家
庭
を
つ
く
る
」
五
〇
・
〇
パ
ー

し
つ
け

セ
ン
ト
、
「
家
庭
で
親
が
子
ど
も
に
躾
を

す
る
」
四
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。(

図
Ｃ
参
照)

図Ｄ　同和地区出身の人との結婚について

　◆
調
査
の
方
法

　
芦
屋
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
を
さ
れ
て
い
る
二
十
歳
以
上
の
市
民
二

千
五
百
人
を
対
象
と
し
ま
し
た
。
　

　
調
査
票
は
二
千
五
百
票
配
付
し
、
有
効

回
収
数
は
千
二
百
四
十
五
票
で
有
効
回
収

率
は
四
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

⑦
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て
の
意
識

◆
在
住
外
国
人
の
人
権
に
関
す
る
問
題
点

　
全
体
の
四
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
言

葉
の
違
い
で
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
」
こ

と
が
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
在
住
外
国
人
の
人
権
を
守
る
の
に
特
に

　
必
要
な
こ
と

　
「
外
国
人
と
日
本
人
が
お
互
い
の
文
化

や
社
会
事
情
を
理
解
す
る
」
が
五
〇
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
と
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

⑧
人
権
啓
発
活
動
に

　
つ
い
て
の
意
識
・

　
実
態

◆
人
権
問
題
に
関
す

　
る
講
演
会
や
研
修

　
会
に
つ
い
て

　
人
権
問
題
に
関
す

る
講
演
会
や
研
修
会

へ
の
参
加
率
は
二
九
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
。

　
参
加
率
が
最
も
高

い
の
は
「
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
し
た
講

座
や
研
修
会
」
が
四
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。

　
参
加
し
た
と
き
の
感
想
は
、
「
差
別
の

実
態
を
多
少
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
五
三

・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。

　
ま
た
、
不
参
加
者
に
参
加
し
な
か
っ
た

理
由
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
特
に

理
由
は
な
い
」
が
三
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

理
由
の
中
で
は
、
「
講
演
会
な
ど
開
か
れ

て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」
が
二
七
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
広
報
あ
し
や
」
の
人
権
特
集
記
事
の

　
閲
読
状
況

　
五
月
、
八
月
、
十
二
月
の
人
権
特
集
記

事
の
閲
読
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
毎
回
読

ん
で
い
る
」
「
時
々
読
ん
で
い
る
」
を
合

わ
せ
た
値
は
四
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

◆
人
権
問
題
の
啓
発
活
動
で
参
加
し
た
り
、

　
活
用
し
た
い
も
の

　
「
市
の
広
報
紙
や
冊
子
な
ど
を
活
用
し

た
啓
発
活
動
」
四
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が

最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
人
権
に
関
す
る
条
約
・
法
令
等
の
認
知
度

　
条
約
・
法
令
等
の
十
八
項
目
の
名
前
で

見
聞
き
し
た
り
、
内
容
を
知
っ
て
い
る
も

の
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
」
が
八
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で

最
も
高
く
、
次
い
で
「
世
界
人
権
宣
言
」

七
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
六
六
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
児
童
買
春
、
児
童
ポ

ル
ノ
禁
止
法
」
六
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
児
童
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
五

四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
人
権
問
題
の
啓
発
教
育
の
あ
り

　
方
に
つ
い
て

　
「
同
和
問
題
だ
け
で
な
く
人
権
問
題
全

体
の
啓
発
教
育
の
一
環
と
し
て
行
う
べ

き
」
と
考
え
る
人
が
七
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
「
同

和
問
題
、
他
の
人
権
問
題
の
い
ず
れ
も
啓

発
・
教
育
は
必
要
な
い
」
は
一
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
と
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
自
由
意
見
の
と
り
ま
と
め

　
最
後
に
、
意
見
を
自
由
記
述
で
記
入
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
回
答
者
千
二
百
四

十
五
人
の
う
ち
三
百
二
人
か
ら
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
総
数
は
四
百
四
十
七
件

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
意
見
は
三
百
七
十
三
件
で
し
た
。

　　
今
回
行
い
ま
し
た
「
人
権
問
題
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」
を
基
に
、
学
識
経
験

者
や
市
民
の
か
た
が
た
で
構
成
す
る
人
権

教
育
・
人
権
啓
発
推
進
懇
話
会
で
審
議
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
答
申
を

受
け
、
「
芦
屋
市
人
権
教
育
・
人
権
啓
発

に
関
す
る
総
合
推
進
指
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
概
要
を
広
報
紙
な
ど
で
順
次

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
報
告
書
は
、
図
書
館
、

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
等
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

い
て
は
、
「
家
族
、
親
戚
」
、
「
学
校
の

授
業
」
の
い
ず
れ
か
で
知
っ
た
人
が
、
六

二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
。

◆
同
和
地
区
出
身
の
人
と
の
結
婚
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
結
婚
を
認
め
る
人
が
六
割
、

反
対
さ
れ
て
も
結
婚
す
る
人
が
五
割
を
超

え
て
い
ま
す
。(

図
Ｄ
参
照)

◆
同
和
問
題
の
解
決
に
対
す
る
考
え

　
同
和
問
題
は
「
社
会
全
体
で
解
決
に
取

り
組
み
、
自
分
も
努
力
す
べ
き
だ
と
思
う
」

が
四
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
そ
っ
と
し

て
お
け
ば
な
く
な
る
と
思
う
」
が
一
九
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
。

問い合わせ
社会福祉協議会　132-7530 問い合わせ　環境管理課　138-2051

期　間　５月24日～９月27日
　　　　金曜日(全18回)
　　　　午後７時～９時
会　場　福祉会館114室
対　象　今までに初級教室を受けたこと
　　　　のあるかた30人
費　用　1,500円(社協会員500円)
　　　　別途テキスト代1,155円
申し込み　５月９日(木)から下記へ

「人権問題に関する市民意識調査報告書」
の概要を報告します

ま
・
と
・
め
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① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)
とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)

長寿の食卓
芦屋の人(＊)
　

芦屋市民企画番組(＊)
ＩＴくんＱ＆Ａ
撮りっきり芦屋(＊)
文字放送
西宮ライブラリー

ニッポンみたまま(30分番組)

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

5／１(６:00～) ～5／14 (～23:30)

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ＣＡＴＶ加入に関する問い合わせ
　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Ｂroad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

フォーカス芦屋「40歳からの健康チェック」

「はじめての幼稚園」～生きる力を育てる
「井上フジさん91歳」「イベント情報」「伊藤秀彦さん」
「俵徴子さん(俵美術館館長)」
「Let’s  enjoy  BBQ!」
 こんな時どうしたら？「便利編」
「さくらまつり」「京劇セミナー」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
ふるさと昔話「歯神(はがみ)さん」
　　　　「心のブレーキかけていますか？」

00
05
25

40
50
　

00
20
25
45
50
00

火葬炉設備フロー図�

①柩台車　　　 ⑥排ガス冷却装置　　�
②化粧扉　　　 ⑦バグフィルター�
③前室（冷却室） （集塵機）�
④主燃焼炉　　 ⑧排気筒�
⑤再燃焼炉�

⑧�

①�②� ③� ④�
⑤�

⑥�
⑦�

問い合わせ　経済課内　138-2034

図Ａ　関心のある人権問題

図Ｃ　子どもの人権を守るために特に必要なこと

図Ｂ　人権意識の現状について

　いじめ・いやがらせ、名誉毀損、信用問
題等でお困りのかたは、どなたでもお気軽
にお越しください。秘密は厳守します。
　人権擁護委員(弁護士、各種の委員等)が
相談に応じています。
日　時　５月７日(火)午後１時～４時
　　　　５月28日(火)午後１時～４時
会　場　市役所北館２階会議室２
＊６月以降の人権相談は、毎月第２、第４
　火曜日に行います。
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5 /1 6 /5
不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ
(粗大ごみの申し込み)　　　 受　付　122-2166
(ごみの持ち込み)　　　 環境施設課　132-5391
(ごみ収集全般)　　 環境サービス課　122-2155

※町ごとに決められた曜日(月曜～金曜)に出してください。

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊娠お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯周病予防教室

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H14.1.1～15生まれ
H14.1.16～31生まれ
（無料）

H13.5月生まれ（無料）

H12.11月生まれ（無料）

H11.1月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯の無料相談等
歯科医師会館

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

子育ての悩み
ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制）
子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談事業所
検診（予約制）

有料。入学・就職時等の診
断書作成・診察・尿・血液検
査・X線・心電図・HIV検
査・HCV検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）
老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等専門医の相談

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

14日
13：30～14：30

9日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

17日
13：00～14：00

21日
13：30～14：30

10日
10：00～12：00

20日
13：30～15：30

7日・14日
10：00～12：00

20日
13：30～16：00

随時

16日
9：30～10：30

27日
9：45～11：30

7・28日
13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

9・23日13：15～14：00
場所　保健センター

2日13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

13日9：30～10：30

今月はありません

15日13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申し込みください

10・14日
9：30～10：30

7月分予約受付中
9：15～

5月分予約受付中
9：30～10：00

21日
9：30～11：00

14・28日
13：00～15：00

2・9・16・20・23・30・
6/3日　9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

受付随時　提出日：7・
14・21・28日 午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

　血液検査前（4時間絶飲絶食）

今月はありません

■日曜・祝日救急当番医
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
５/３　木下歯科医院 1３１－１１１５
５/４　宇賀歯科医院 1２２－４０７４
５/５　杉井歯科 1２１－２５２５
５/６　渡辺矯正小児歯科 1３１－５９３９
５/12　多田羅歯科医院 1３２－１９１３
５/19　田畑歯科医院 1２１－５６５５
５/26　坪内歯科医院 1２２－１７１２
６/２　戸島歯科医院 1３５－２１８８

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
５/10　荻野医院(内) 1２３－６２２６
５/17　冨永医院(内、小) 1２２－３８２３
５/24　中村医院(内) 1２３－０４６８
５/31　吉田内科クリニック(内) 1３８－７２１０
６/７　幸原内科小児科医院(内、小)1２２－０３３８
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成14年3月20日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

晴　れ
11.9

晴　れ
15.9

流入水
　18.9
　　7.3
　 150
　 169
7,000

処理水
　19.3　
　　7.1　
　3　
　1　
　0　

流入水
　19.2
　　7.2
　 108
　 127
 11,000

処理水
　20.2　
　　7.0　
　1　
　1　
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平成14年4月3日（水）

●芦屋病院健康教室
テーマ　「Ｃ型慢性肝炎」　司　会　桐山和雄内科部長
①「インターフェロン治療の新しい展開」
　　　　　　　　　　　　　　　　　桐山和雄内科部長
②「Ｃ型肝炎の治療薬」　　　　加藤真由美薬剤科主査
③「一般肝炎の生活指導」　　　　　　大西史子看護師
日　時　５月15日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビ－
問い合わせ　芦屋病院総務課管理担当

●糖尿病教室
日　時　５月10日(金)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ　「新しいインスリンについて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　木内美代子薬剤師
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●小児マヒ(ポリオ)ワクチンの服用
日　時　５月14日(火)・20日(月)・29日(水)
　　　　午後１時30分～２時30分
会　場　保健センター
対　象　年齢が満３カ月から７歳６カ月未満で、今まで
　　　　２回の服用が済んでいない小児。ＢＣＧ、はし
　　　　か、おたふくかぜ、水ぼうそうの予防接種後４
　　　　週間以内等、服用できない場合があります。
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室～沐浴クラス～
日　時　５月18(土)午後１時30分～３時30分
内　容　「赤ちゃんのお風呂の入れ方」ほか
会　場　保健センター
持ち物　母子健康手帳、テキスト(無いかた200円)
定　員　15組 (予約制)
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室(母親学級)6月前期コース
１回目　６月５日(水)午後１時30分～３時30分
　内容…「マタニティエクササイズ」「妊娠中こんなこ
　　　　とに気をつけよう」(運動のできる服装で！)
２回目　６月19日(水)午前９時30分～正午
　内容…「妊娠中の食事～貧血予防のヘルシーメニュー」
　　　　(調理実習)
３回目　６月26日(水)午後１時30分～３時30分
　内容…「歯科検診と歯の健康相談」
会　場　保健センター
　　　　調理実習は市民センター別館２階料理室
持ち物　母子健康手帳
費　用　1,000円(テキスト代、材料費)
定　員　25人 (予約制)
問い合わせ　保健センター

●健康講座～乳がんについて～
日　時　５月24(金)午後１時30分～３時30分
会　場　保健センター２階
内　容　講義「乳腺疾患について」
　　　　　　　　　　　 永松クリニック・永松馨介氏
　　　　実習「乳がんの自己検診法」　　　　 保健師
持ち物　バスタオル、健康手帳
定　員　20人(予約制)
問い合わせ　保健センター

●いずみ会リーダー養成講座受講者募集
　食生活改善を中心に、家庭から地域への健康づくり
実践者を募集します。
日　時　５月22(水)午前９時30分～(月２回程度)
会　場　芦屋健康福祉事務所１階衛生教育室
定　員　30人。FAX(38-1340)ほかで先着順受付。
　　　　５月10日(金)必着。
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所健康増進課

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

５月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　１　２　３　４
５　６　７　８　９　10　11
12　13　14　15　16　17　18
19　20　21　22　23　24　25
26　27　28　29　30　31　

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

６月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　　　　　１
２　３　４　５　６　７　８
９　10　11　12　13　14　15
16　17　18　19　20　21　22
23/30　24　25　26　27　28　29

ペット
ボトル

印は非回収日

印は非回収日

ペット
ボトル
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●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
問い合わせ

４月30日で閉鎖しました。５月１日～７
日は工事のため蔵書検索ができません。
【リサイクル図書の無料配布】
�５月26日(日)10時～17時　�図書館・
集会室　�除籍・廃棄した資料
【特別整理期間のおしらせ】
　図書館は特別整理等のため、５月27日
～６月10日まで休館します。
【金曜シネサロン】
�＆�10日「陽のあたる場所」、17日「上
海バンスキング」、24日「旅情」、いずれ
も金曜日、13時30分～　�図書館集会室
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�５月11、18、25日(土)14時～15時　�
図書館おはなしのへや、よみきかせのへ
や　�３歳～小学生中心(18、25日は子ど
も読書週間関連事業として親子で参加可)
【打出分室こどもおはなしの会】
�５月11日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター１階和室　�４歳以上
(保護者参加可)

◆谷崎潤一郎記念館からのお知らせ

谷崎潤一郎記念館(123-5852)
【谷崎潤一郎作品朗読会】　
�５月２日(木)13時30分～15時　�谷崎
潤一郎記念館　�「細雪」　�朗読グ
ループＲＳＴ　�入館料300円
【「源氏物語」原典を読む講座】　
�５月27日(月)10時～12時　�市民セン
ター401室　�鈴木紀子氏　�3,500円
(５回分) 　	当日直接会場へ

◆消防本部予防課からのお知らせ

消防本部予防課(138-2098)
【芦屋市少年消防クラブ員募集】
�市内在住の小学２～５年生の男女、若
干名(先着順)　	５月７日～17日に上記へ
【平成14年度第１回危険物取扱者試験】
�６月22日(土)10時～(16日も別会場であ
り)　�神戸市　�乙種全類および丙種　
	５月７日～10日、９時～15時に上記へ

◆芦屋病院院内コンサ－ト
�５月19日(日)14時30分～15時30分　�
芦屋病院外来棟５階ホ－ル　�詩の朗読
とハ－プ演奏　�高須祐子　
芦屋病院
総務課管理担当(131-2156)

◆花と緑の講習会
�①ハーブの育て方と楽しみ方②育てや
すいハーブでつくる寄せ植え③ウェルカ
ムモスベアー　�①５月15日(水)②20日
(月)③24日(金)、いずれも13時30分～15
時30分　�緑の相談所　�緑の相談員　
�先着18人　	①②５月13日(月)③17日
(金)までにみどりの課へ　�①無料②
3,000円③3,500円　
都市整備公社みど
りの課(138-2103)

◆国際交流協会(ＡＣＡ)からのお知らせ

国際交流協会(134-6340)
【フランスの歌をうたいましょう】
�５月17日(金)14時45分～16時　�国際
交流協会　�原田宿命氏(プロヴァンス
研究会主宰)　�20人
【第60回ＡＣＡトワイライトコンサート　
民族音楽の旅(トーク＆ミニコンサート)】
�５月17日(金)18時～19時　�ラ・モー
ル芦屋１階広場　�ロビン・ロイド氏
�笛、カリンバ、レック、尺八ほか

◆コミュニティ課からのお知らせ

コミュニティ課(138-2007)
【毎月第２火曜日は公正証書相談の日】
�５月14日(火)13時～16時　�コミュニ
ティ課相談室　�公正証書に関する相談
【毎月第３水曜日は行政相談の日】
�５月15日(水)13時～16時　�コミュニ
ティ課内　�行政に関する意見・要望等

◆女性センターからのお知らせ

女性センター(138-2023　大原町2-6
ラ・モール芦屋２階))
【女性センターミニ展示
　短歌作品展「友田雅子　歌・仲間」】
�５月１日～30日(土曜・日曜、祝日を除
く)、９時～17時　�女性センター
【女性センターグループ登録のご案内】
�男女共生社会の実現をめざすグループ
に活動の場を提供するため　	５月15日
～29日(土曜・日曜は除く)、９時～17時
にグループ登録申請書(女性センター所
定用紙)ほかを提出

◆「母子家庭等現況届」のおしらせ
　母子家庭等医療費受給者を対象に「母
子家庭等現況届」を送付しました。現在
交付している母子家庭等医療費受給者証
の有効期限は６月30日です。引き続き受
給を希望されるかたは、現況届に必要事
項を記入・押印の上、保険年金課医療助
成担当まで提出してください。提出がな
い場合は、受給資格がなくなりますので
ご注意ください。

保険年金課医療助成担当(138-2037)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し

上宮川文化センター(122-9229 〒659-
0061 上宮川町10-5)
【パソコン教室受講者募集】
�①女性パソコン教室(基礎からワードや
エクセルを暮らしに活かす方法)②シニア
パソコン教室(ペイントで絵を描き絵手
紙を作成)　�①５月22日(水)・24日
(金)・29日(水)・31日(金)10時～12時②５
月22日(水)・24日(金)13時～15時　�上
宮川文化センター・パソコン室　�①②
とも全日受講できる初心者で①は女性６
人②は60歳以上の男女６人(①②とも応募
多数の場合は抽選)��①2,000円②1,000円
(①②とも教材費)�	①②とも、はがきに
参加教室名(１教室につき１枚)、郵便番
号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入
し、５月８日(水)までに上宮川文化セン
ターへ。結果は受講者へはがきで連絡。
【シネポケット“ひゅーまん”】
�＆�５月８日「オール・アバウト・マ
イ・マザー」／15日「砂の器」／22日「リ
バー・ランズ・スルー・イット」／29日

「ハーモニーベイの夜明け」、いずれも
水曜日、13時30分～　�上宮川文化セン
ター・視聴覚室　�30人(当日先着順)
【ひよこひろば】
�５月16日・30日の木曜日、13時30分～
14時30分　�上宮川文化センター・遊戯
室�親子での手遊びほか　�２歳児(４月
１日現在)と保護者、各16組(先着順)　	
５月７日(火)９時30分から電話受付

◆死獣の引き取り
　５月３日から４日の午前10時30分まで
の受付分については、４日の午前10時30
分から正午までに収容します。５月４日
午前10時30分から６日までの受付分につ
いては、７日の正午までに収容します。
　この間の連絡は芦屋市役所宿直室
(131-2121)まで。

環境管理課(138-2050)

◆光化学スモッグにご注意を
　日差しが強く、気温が高く、風の弱い
日の日中に発生しやすい「光化学スモッ
グ」が発令基準に達したときは、光化学
スモッグ『予報』や『注意報』等を発令
し、注意を呼びかけます。発令時は、次
のことに注意してください。①できるだ
け屋外での運動を避け、屋内に入る。②
目やのど・鼻に痛みを感じたときは、洗
眼やうがいを行う。③症状がひどい場合
は医師の手当てを受ける。

環境管理課(138-2051)

◆５月は赤十字社員増強運動月間です
　皆さんの善意に支えられる赤十字活動
について十分にご理解の上、赤十字社員
に加入いただきますようお願いします。

保健福祉部地域福祉課(138-2113)

◆身体障害者移動相談
�５月31日(金)９時30分～　�尼崎市立
身体障害者福祉センター　�身体障害者
手帳所持の肢体不自由者　
障害福祉課
(138-2043)

◆宅地防災相談
�５月16日(木)14時～16時　�市役所北館
３階会議室５　
開発指導課 (138-2071)

◆学校週５日制体験事業
　親子で楽しむ篆刻一日講習会
�５月25日(土)10時～12時　�市民セン
ター217室　�名前の一字か動物などの
オリジナル印を彫る　�坂本舜華氏　�
親子1,000円、子どものみ600円　�20人
	電話で公民館へ　
公民館(135-0700)

◆気軽にウォーキング講座(初心者歓迎)
�＆�①５月18日(土)西浜公園②５月27
日(月)岩ケ平公園③６月15日(土)津知公
園④６月27日(木)大東公園、いずれも９
時30分～11時　�日本ウォーキング協会
指導員　
スポーツ・青少年課(122-7910)

◆図書館からのお知らせ

図書館(131-2301)
【ホームページ開設のお知らせ】
 ５月８日(水)より、図書館のホームペー
ジ(http://www.ashiya-city-library.jp/)を
開設します。図書館案内、新刊、蔵書等
の情報検索が可能です。パソコン通信は

　調査対象となる各事業所や企業のご理解と
ご協力をお願いいたします。
対　象　卸売業・小売業に属する全事業所
期　間　５月下旬～６月上旬。調査票は６月

１日の状況でご記入ください　
目　的　販売活動や商品流通の実態などを明

らかにし、各種行政施策の基礎資料
として利用するため。調査結果は統
計上の目的以外に利用することはあ
りません

商業統計調査にご協力ください

問い合わせ　総務部総務課　138-2010

◆社会福祉協議会の催し
	＆
社会福祉協議会(132-7530)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�５月８日(水)、16日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�５月18日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上の
独身のかた
【第91回高齢者「会食懇談会」】
�５月23日(木)12時～　�老人福祉会館
�市内70歳以上のかた先着40人　�500円
	５月８日(水)から
【知的障害者スポーツレクリエーション】
�５月20日～平成15年２月(毎月１回月
曜日、全10回)13時30分～15時　�市民
センター音楽室　�療育手帳所持者40人
�500円　	５月７日(火)から

◆スポーツ振興課からのお知らせ
�①ダイエットトレーニングコース(運
動プログラムを用いてやせる事を目的と
した少人数教室。運動習慣や食習慣に対
する指導も行います)②第１期やさしい
気功教室　�①５月15日、6月12日、７
月10日、８月７日、いずれも水曜日、13
時～14時30分②５月16日～８月１日、木
曜日、10時～11時30分(全10回)　�体育
館・青少年センター　�①スポーツ振興
課職員②津山鮎子氏(ＮＰＯ気功協会)　
�①5,000円②8,000円　�①４人②16歳
以上、25人　	①②５月２日(木)10時か
ら体育館・青少年センター１階窓口へ
(先着順)②は電話予約可　
スポーツ振
興課(131-8228)

◆芦屋市民ゴルフデー
�５月31日、６月28日、７月26日、８月
30日、いずれも金曜日　�市内在住在勤
の満20才以上(先着120人)　�５月：
14,110円、６月、７月、８月：12,610円
(キャディ付税別)　	往復はがき(１枚
で４人まで)で右記へ　
芦屋カンツリ
－倶楽部(131-0501 〒659-0002 奥山1-25)

◆盲ろう通訳・介助員養成講座
�６月11日～11月５日、毎週火曜日、10
時～12時　�神戸市立総合福祉センター
第５会議室(神戸市中央区橘通3-4-1)　
�60人　	５月24日(金)までに下記へ　

兵庫盲ろう者友の会(1078-341-8822)

　

４/10～５/９までの受入順(敬称略)
(財)芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●３万円、匿名　●１万円、生田嘉助　
●30万円、匿名　●５万円、小河よしゑ
社会福祉協議会取り扱い分
【善意銀行への預託】
●２万9,339円、阪神南県民局

◇ティータイムセミナー◇

問い合わせ　国際交流協会　134-6340

公文書公開の実施状況

　平成13年度の公文書公開請求は、49
件ありました。これに対して、公開と
したものは10件、部分公開としたもの
は29件、非公開としたものは１件、請
求者自身が請求を取り下げたものは２
件、請求された文書が存在しないため
不受理としたものは７件でした。非公
開となった部分の主な理由は、請求内
容が個人情報等に該当するためです。
なお、異議申し立ては３件でした｡

第20回　自分との戦い
講　師　タイガー大越氏
　　　　(トランペット奏者)
日　時　５月20日(月）
※タイガー大越氏の指導でトラン
ペットに挑戦してみませんか。

※世界の音楽紹介(ＣＤ)も予定。　
お気に入り、思い出のＣＤを
ご持参ください。

第21回　サッカー　ワールドカップ
がやってくる

講　師　山田利郎氏(ガンバ大阪元社長)
日　時　５月25日(土)

時　間　午後２時～４時
会　場　国際交流協会
定　員　80人(要予約）
参加費　会員500円、非会員1,000円

体育館・青少年センター競技場開放日
�５月11日(土)10時～17時(１時間単位)
�市内の青少年、保護者　�卓球、バド
ミントン　
体育館・青少年センター
（131-8228）

寄　　　付

ラポルテ市民サービスコーナー(131-
 3130)は、ラポルテ本館休館日のため、
５月９日(木)、16日(木)は休業します。
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川
岸
の
桜
も
散
り
葉
桜
に
変
わ
る
こ
ろ
、

河
原
を
彩
る
の
は
、
も
う
芦
屋
川
の
春
の
風

物
詩
に
な
っ
た
オ
ラ

ン
ダ
ガ
ラ
シ（
ア
ブ

ラ
ナ
科
）の
白
い
花

で
し
ょ
う
。
こ
の
名

で
は
な
じ
み
が
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ク
レ
ソ
ン
と
い

え
ば
大
抵
の
か
た
は

ご
存
じ
の
生
食
で
き

る
西
洋
野
菜
で
す
。

水
際
の
川
岸
に
群
落

を
つ
く
っ
て
広
が
り

ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

原
産
の
帰
化
植
物

で
、
芦
屋
川
に
は
一

九
七
〇
年
代
に
現

れ
、
今
は
鵺
塚
橋
の
辺
り
に
ま
で
広
が
り
ま

し
た
。
清
流
を
好
む
植
物
な
の
で
、
芦
屋
川

に
は
う
ま
く
適
応
し
た
の
で
し
ょ
う
。
最
近

は
、
宮
川
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
ク
レ
ソ
ン
と

並
ん
で
川
岸
に
広
が
る
の
は
、
カ
ワ
ジ
シ
ャ

（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）で
す
。
柔
ら
か
い
若
緑

　
　
　
ー
春
の
風
物
詩
の
花
た
ち
ー

芦
屋
市
河
川
環
境
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
　
景
一

【おはなし作りの部屋】
�５月１、８、15、22日(水)10時～
12時　�図書館・集会室　�作品の
制作、人形劇の練習(子ども連れ歓迎)
�ぷりん・國川(132-4201)

【丹波の朝採り野菜市】
�５月１、15、29日(いずれも水曜
日)10時30分～　�＆�ワークホーム
つつじ・藤川(122-7044)

【こども囲碁大会】
囲碁を知らない子も参加できます。
�５月４日(土)13時～17時　�市民
センター301室　�700円　�子ども
の囲碁競技会。入門講習会も実施（受
講者にはプレゼント有り）。全参加者
に賞品有り　�日本棋院普及指導員
�宮澤(10798-37-4622)

【あしや喜楽苑の催し】
①ドライフラワー・mam花作品展
�５月17日～６月２日、９時～17時
②絵と句で語ろう～柳生秀男・千枝子
作品展　�５月２日～15日、９時～
17時　�＆�あしや喜楽苑(1 34 -
9287)

【浜風の家の催し】
�①絵本のよみきかせ会12②第28回
浜風コンサート「こどもの日コンサ
ート」③１日工作教室～毛糸のワン
ちゃん～(要予約)④いきいき遊び塾～
ペットボトルの風車～(要予約)⑤コン
ピュータ講座～ハイキング案内～(要
予約)⑥カプラ積木で遊ぼう～高く積
んでみよう～⑦折り紙(百円塾)～すず
めを折って遊ぼう～⑧人形劇⑨絵本
のよみきかせ勉強会　
�①５月５日(日)10時30分～②５月
５日(日)14時～15時③５月11日(土)13
時30分～15時④５月12日(日)13時30
分～15時30分⑤５月15日(水)13時30
分～14時30分⑥５月18日(土)13時30
分～15時30分⑦５月25日(土)14時30
分～16時⑧５月26日(日)14時～15時
⑨５月30日(木)10時30分～　�＆�

浜風の家(135-5700)

【芦屋フリーマーケット】
�５月５日(日)10時～16時　�ＪＲ
芦屋駅北側ペデストリアンデッキ
�1,500円(通信費等)　�葦の風・西
山(134-4680)

【折り紙教室】
�５月８日(水)10時～12時　�図書
館・集会室　�段谷貞子氏　�一般
成人　�折り紙、はさみ、のり　�

段谷(134-2546)

【子どものための部屋】
�５月11、25日(土)10時～12時　�

図書館・集会室　�小学生　�伝統
遊びなど　�いろえんぴつ・中野
(134-2769)

【中高生のための安らぎの部屋】
�５月11、25日(土)13時～16時30分
�図書館・集会室　�中高生　�ヨ
ッシーくらぶ・守上(123-6854)

【子連れママのためのカフェ】
「笑って子育てできたらいいね」を
テーマに、子育て中のお母さんに気
分転換をプレゼント。　
�５月11日(土)10時～13時　�陽光
町コミュニティプラザ(県営住宅集会
室)　�100円(喫茶費)　�子育て支援
ＦＳＣ「おもちゃ箱」・高橋(131-9189)

【フォークダンス初心者講習会】
�５月13日(月)９時40分～12時(毎週
月曜日・８回)　�市民センター　
�2,000円／月、テキスト代600円、
保険料450円　�市内在住在勤の60歳
未満の女性　�踊りやすい服装・
シューズ、筆記用具　	＆�高橋
(131-7771)

【母と子のいこいの部屋】
�５月14、21日(火)10時～11時30分
�図書館・集会室　�母と子が絵本
や紙芝居を通しておはなしに親しむ
�バルーン・津田(132-2610)

【小旅行・洋館を訪ねて】
�安井武雄設計の洋館・旧谷口房雄
邸(大阪府泉南郡田尻町)を訪ねる　�

５月18日(土)９時～17時　�阪神芦
屋駅改札前集合　�500円(交通費・
食事代別)　�芦屋の景観を考える
会・福嶋(131-7986)

【芦屋交響楽団第57回定期演奏会】
�５月18日(土)18時開場　�ザ・シ
ンフォニーホール　�前売・当日券
とも 2,000円(当日座席指定)　�芦屋
交響楽団・松島(122-9036)

【グリーンスタジアム神戸へご招待】
�芦屋市民デーのオリックスVS日本
ハム戦に芦屋のちびっこを無料招
待。大人は半額(身分証明が必要)　�

５月18日(土)・19日(日)13時～　	特
別優待券は市役所、市民センター、
体育館・青少年センター、図書館で
�オリックス・ブルーウェーブ営業
部・中野(1078-333-0063)

【レッツトライ！エンジョイテニス】
�５月19日(日)①９時30分～11時②
11時～12時45分(雨天中止)　�芦屋
公園テニスコート　�①幼稚園児～
小学２年生②小学３～６年生(初心者
から初級)、中学生～高校生(基礎を習
いたいかた)　�500円　	＆�芦屋
市テニス協会(122-3852)

【福祉バザー】
バザー用品(日用品、衣類、食器など)
の提供をお願いします｡
�５月25日(土)・26日(日)　�芦屋み
どり福祉作業所　�芦屋みどり福祉
会・大澤(131-4001)

【倫理文化講演会】
�５月26日(日)14時～15時30分　�

ルナ・ホール(託児有り)　�家庭力～
いのちの輝きを求めて～　�前田明
廣氏　�伊藤(131-6399)　

【第31回レディースバドミントン大会】
�６月９日(日)９時～18時　�体育
館・青少年センター　�市内在住在
勤の女性、登録会員　�ダブルス個
人戦　�1,500円　	＆�５月23日
(木)までに木下(1078-413-6916)へ

【ガイドマップを無料配布】
「芦屋・車いすトイレ＆ガイドマッ
プ」を無料配布　�市役所（障害福祉
課・コミュニティ課）、ラポルテ市民
サービスコーナー、社会福祉協議
会、女性センター　�郵送希望は、
返信用封筒に120円切手を貼り下記へ
�芦屋おたすけたい・加藤（1 31-
7405　〒659-0053 松浜町8-18-414）

【芦屋中国語同好会新会員募集】
�毎週水曜日①18時～初心者・入門
クラス②19時30分～中級クラス　�

市民センター　�月額①3,500円②
4,000円（①②両方受講も4,000円）
	＆�山村(132-2911)

の
葉
を
た
く
さ
ん
つ
け
、
茎
は
ま
っ
す
ぐ
に

伸
び
、
一
メ
ー
ト
ル
程
に
も
な
り
ま
す
。
花

は
小
型
で
す
が
、
紫
色
の
か
わ
い
い
花
を
葉

の
脇
に
咲
か
せ
ま

す
。
こ
れ
も
大
き

な
群
生
を
つ
く
っ

て
、
芦
屋
川
の
開

森
橋
付
近
を
中
心

に
目
に
つ
く
植
物

で
す
。
チ
シ
ャ
の

名
の
よ
う
に
、
若
い
葉
は
食
用
に
な
り
ま
す
。

　
芦
屋
川
、
宮
川
と
も
河
原
の
石
垣
の
際
な

ど
に
は
、
伸
び
上
が
る
よ
う
に
、
カ
ラ
ス
ノ

エ
ン
ド
ウ
（
マ
メ
科
）
が
集
団
を
つ
く
っ
て

茂
っ
て
い
ま
す
。

葉
の
脇
の
あ
ち
こ

ち
に
、
蝶
形
を
し

た
小
型
の
ピ
ン
ク

の
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
す
。
花
が
終

わ
る
と
、
そ
の
後

に
は
長
さ
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
程
の
細
長
い
豆
の
サ
ヤ
が
で
き

ま
す
。
こ
の
若
い
サ
ヤ
で
子
ど
も
た
ち
は
笛

を
つ
く
り
ピ
ー

ピ
ー
鳴
ら
す
の

で
「
ピ
ー
ピ
ー

豆
」
の
俗
称
も

あ
り
ま
す
。
カ

ラ
ス
ノ
エ
ン
ド

ウ
に
比
べ
、
う
ん
と
小
さ
い
ス
ズ
メ
ノ
エ
ン

ド
ウ
と
い
う
植
物
が
あ
り
ま
す
。
昔
の
人
は

大
き
い
方
を
「
烏
」
、
小
さ
い
方
を
「
雀
」

と
見
立
て
て
名
づ
け
た
の
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
、
こ
の
二
つ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
の
大
き
さ

の
マ
メ
科
植
物
が

い
っ
し
ょ
に
見
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
を
カ
ス
マ

グ
サ
（
カ
ラ
ス
の

「
カ
」
と
雀
の
「
ス
」

の
間
「
マ
」
の
草

の
意
味
）
と
い
い

ま
す
。
花
の
色
は
、
カ
ス
マ
が
淡
紅
色
、
ス

ズ
メ
は
小
さ
く
白
色
で
す
。
サ
ヤ
の
豆
の
数

も
違
い
、
カ
ラ
ス
は
七
〜
八
個
、
ス
ズ
メ
は

二
個
、
カ
ス
マ
は
四
個
で
す
。
よ
く
似
た
マ

メ
の
仲
間
が
、
個
性
を
譲
ら
ず
混
生
し
て
い

る
の
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
す
。

河
原
に
見
ら
れ
る
雑
草
た
ち
2

芦
屋
川
・
宮
川
の

芦
屋
西
部
地
区
の
現
実

清
水
町
　
稲
本
　
實

　
去
る
三
月
十
日
、
完
成
し
た
清
水
公
園

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
公
園
は
終
日
、
子
ど
も
た
ち
の
声
に

包
ま
れ
た
。

　
現
在
芦
屋
西
部
地
区
で
は
、
震
災
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

事
業
は
、
前
田
町
・
清
水
町
を
第
一
地
区

と
し
、
津
知
町
と
川
西
町
の
一
部
を
第
二

地
区
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
清
水
公
園

は
公
園
の
な
か
っ
た
第
一
地
区
に
設
け
ら

れ
た
。

　
事
業
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
激
甚

な
被
害
を
受
け
た
地
域
の
復
興
を
目
的
と

し
て
い
る
。
地
震
か
ら
七
年
が
過
ぎ
、
減

少
し
て
い
た
芦
屋
市
の
人
口
は
震
災
前
ま

で
回
復
し
た
。
震
災
の
記
憶
は
風
化
し
つ

つ
あ
る
と
聞
く
。
だ
が
西
部
地
区
の
人
口

は
、
震
災
前
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

あ
の
日
か
ら
、
地
域
に
戻
る
日
を
祈
り
つ

つ
仮
住
ま
い
さ
れ
て
い
る
か
た
が
ま
だ
多

い
。
震
災
は
、
地
区
の
現
実
で
あ
る
。
私

は
こ
の
落
差
に
焦
燥
の
念
を
抱
く
。
ま
だ

戻
れ
な
い
か
た
が
た
の
生
活
再
建
の
た
め

に
も
、
事
業
の
早
期
完
了
を
待
ち
望
む
。

(

芦
屋
西
部
地
区
ま
ち
再
興
協
議
会
代
表)

「
再
発
見
・
芦
屋
の

自
然
」
に
感
謝緑

町
　
牧
野
　
伴
枝

　
「
再
発
見
・
芦
屋
の
自
然
」
の
記
事

を
、
毎
月
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
一
九
九
七
年
か
ら
は
切
り
と

っ
て
綴
じ
、
季
節
に
な
る
と
ま
た
読
み
返

し
た
り
し
て
、
一
冊
の
本
の
よ
う
に
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
何
年
前
の
こ
と
か
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
緑
道
で
捕

虫
網
を
手
に
歩
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
古
市

先
生
に
出
会
い
ま
し
た
。
立
ち
話
で
し
た

が
、
広
報
の
記
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
時
に
、
足
元

に
落
ち
て
い
た
桜
の
実
を
拾
っ
て
「
こ
れ

も
植
木
鉢
に
植
え
て
お
く
と
花
が
咲
き
ま

す
よ
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
は
す
ぐ
に
、
緑
道
で
拾
っ
た
そ
の
実

を
植
え
て
み
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
毎
年
、

木
は
少
し
ず
つ
育
ち
、
今
年
は
ほ
ん
と
う

に
桜
の
花
が
咲
い
た
の
で
す
。
感
謝
を
こ

め
て
、
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

清水公園オープニングセレモニーの様子

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講
師、
出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
�問い合わせ

カラスノエンドウのサヤ

クレソンの花クレソンの群生

カワジシャの花

カラスノエンドウ

カラスノエンドウ（大）と
スズメノエンドウ（小）




